
９月にはいってもまだまだ暑い日が続きます。そんなときに注意したいのが熱中症です。 

 暑いときに長い時間運動したり、気温や温度が高い場所にずっといたりすると、体の中の水分が不足

して汗が出にくくなったり、体温がうまく調整できなくなったりします。すると、のどがかわいて頭痛

がしたり、心臓がドキドキしたり、体がけいれんしたり、熱が出たりします。 

 暑い日は、熱中症にならないようにいつも以上に自分の体の調子に注意しましょう。 
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 西中保健室物語 No.3  

 元気がなかったり、泣いて保健室に来室した生徒を落ち着かせたりするため 

に使うのが、「心色リーディング」です。「心色リーディング」とは、色彩心理 

学を応用したものです。『今』塗りたい色を 12色から選んでもらい、本人の気づいていない自分

自身の気持ちを「見える化」することのできる塗り絵です。なぜか、この塗り絵をした後は、み

んな落ち着いた表情になります。実施した生徒の多くは、「何で、私のことが分かるの？」と言い、

「また、やりたい」と言いながら教室に戻っていきます。 

「色」には、いろいろな意味があります。なので直感で選んだ色は、自分自身を映し出してい

ます。だから、自分自身の気づいていない姿が見えてくるのです。気になる人は、保健室に話を

聞きに来てください。 

中に赴任して、1番最初にしたことは、保健室前の「なびふだ」 

を掲示したことです。この「なびふだ」は元養護教諭の方が、脳科学 

に基づいた理論から導き出して作られた教材とのことです。「脳科学 

来賓玄関 体育館 


